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特集！「薬剤師が自宅に訪問してくれる？」 
 

 薬剤師は、薬の使用方法の説明、副作用や相互作用の確認、飲み残しの薬の

調整などをします。また、体の状態に合わせて飲みやすい形状の薬の提案や、

薬の一包化などの飲み忘れや飲み間違い防止のための提案もします。 

 また、通院が難しくなった場合には、薬剤師が自宅に訪問し薬についての相

談することもできます。 
 

 
 

地域で活躍する医療・介護の専門職の皆さん (第 4弾) 
 

 

茅ケ崎・寒川薬剤師会 

フレイズ薬局 薬剤師 眞壁 聡 さん 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんはお薬の悩み事はありますか？ 

薬局には老若男女の様々な事情のある方

がお薬の相談に訪れます。 

超高齢化社会と言われ久しいですが、要

介護状態になり薬局に来たくても来られ

ずにお薬の悩みを抱えている方が増えて

きています。 

薬剤師の訪問の際には具体的には薬の一

包化をする以外にも患者さんの生活状況

にあった服用方法の検討や、配薬方法の

検討、服薬状況の多職種での情報共有な 
 どを行います。生活のリズムや無理のない服薬回数にするためにお薬の

選択について処方医に提案する事もあります。 

ご自宅で療養を受けている方を支えていくには、ご家族だけでなく在宅

で療養に関わる全ての職種の連携が不可欠です。訪問の際は薬剤師もそ

の連携の輪に加わって一助になれるように取り組んでいます。 
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自宅で医療や介護を受

けたいけれど、 

どうしたらいいのか

な？ 
 

親の看取りをどうしよ

うか？ 

どのような看取りがあ

るのかな？ 

市外の病院まで通院する

のが大変になってきた

…。近くでかかれる病院

はないだろうかな？ 

ACP（アドバンス・ケア・プランニング）はご存じですか？ 

もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、前もって考え、

繰り返し話し合い、共有することです。  

 

（在宅医療介護連携推進ワーキンググループ作成） 

在宅医療・介護に関する講座のご案内 *＊ 

在宅ケア相談窓口の保健師が、茅ヶ崎市・寒川町内のご希望の場所に出張しま

す。（できれば参加人数１０人以上） 

講座テーマ「住み慣れた家で医療・介護を受ながら暮らす」        

「最期まで自分らしく生きるために、今から考えてほしいこと」 

「エンディングノートの書き方」などのご相談に応じて行います。 

 

在宅ケア相談窓口について 

在宅ケア相談窓口では、次のような自宅で受ける医療(在宅医療)や介護に関す

る相談をお受けしています。在宅医療や介護のことでお困りのことがある場合

には、在宅ケア相談窓口にお気軽にご相談ください。 

 

 

 

      

 
 

 

 

茅ヶ崎市役所 高齢福祉課 在宅ケア相談窓口

  

住所：茅ヶ崎市茅ヶ崎一丁目 1番 1号 

電話：０４６７－３８－３３１９ 

(土日祝日を除く平日 8:30～17:00) 

 


